
ヒグマに関する危機管理のガイドライン（令和５年５月版に基づく） 
令和８年５月 支笏湖小学校 

◇出没についての本校のガイドライン◇ 
【STAGE１】 

 ○熊の出没が、支笏湖というフィールドにおいて必然性の高い質のものと判断できる時 

  ⇒発見の場所が熊の生息する場所であり、出没に際して人の生活圏への干渉の確率は低い 

  例）・（水明郷・七条大滝・ポロピナイ など）道路を横切った。 等 

〈対応〉 

  ・目撃情報を確認し（関係機関等）、家庭へ連絡（学校） 

  ・登下校の対応については各家庭の判断（保護者） 

 

【STAGE２】 

 ○熊の出没が、人との生活圏との一線を越えたと感じられると判断した時 

  ⇒発見の場所が人の生活圏であり、人の生活への干渉の確立が高い 

  例）・（投棄された）ゴミをあさった跡がある。 

    ・人の生活圏内で目撃（明らかな足跡、糞等の発見も含む）された。 等 

 〈対応〉 

・目撃情報を確認し（関係機関等）、家庭へ連絡（学校） 

・登下校の対応は、自家用車による保護者の送迎（保護者） 

・管理職が情報を一元管理し、市教委へ相談し、指導助言を受け、対応状況について適宜報告

（学校） 

 〈授業中の場合の対応〉 

  ・屋外での活動を中止（校内で学習） 

 

【STAGE３】 

 ○クマの出没が校区内であった場合。または、校区外であっても人への害が認められた時 

 ⇒子どもたちが生活する圏内での出没のため、被害の危険性が高いと判断した時 

例）・ゴミステーションへの被害があった。 

  ・人への被害があった。 

  ・住宅街で出没した。  等 

〈対応〉 

 ・事案を認知後、市教委および警察に状況や被害防止対策を問い合わせ、正確な情報を把握 

（学校） 

  ・出没の状況について家庭へ連絡（学校） 

  ・管理職が情報を一元管理し、市教委へ相談し、指導助言を受け、対応状況について適宜報告

（学校） 

  ・登下校の対応は、自家用車による保護者の送迎（保護者）、または、臨時休業・オンライン授業 

等を検討（学校） 

  ・関係機関との連携・見守り活動の実施を検討（各関係機関・学校・PTCA・CS など） 

 〈授業中の場合の対応〉 

  ・屋外での活動を中止し（校内へ避難）、市教委へ相談し、指導助言を受け、保護者引渡しによる 

下校等を検討 

 

【その他】 

 ○児童が不安を感じている場合等 

・児童や保護者からの相談を受け、場合により相談機関（SC等）へ連絡 


